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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ディスプレイを有する第１コンピューティング装置の第１ユーザを、コンピューテ
ィング装置のユーザグループであって、ディスプレイを有する第２コンピューティング装
置の第２ユーザを含む少なくとも１人のメンバを有するグループに、通信でリンクするシ
ステムにおいて、
　前記第１コンピューティング装置のディスプレイ上にレンダリングされたデスクトップ
と、
　該デスクトップ上にビジュアルにレンダリングされた選択可能なグループアイコンであ
り、該グループアイコンは、前記コンピューティング装置のユーザグループに関係付けさ
れ、これにより、前記第１ユーザがグループアイコンを選択したとき、前記第１コンピュ
ーティング装置からネットワークを介して前記ユーザグループへのグリーティング通信の
伝送を開始し、前記第１ユーザは、該グループアイコンの選択中または選択後に前記ユー
ザのグループのメンバのＩＤを指定する必要がなく、前記グリーティング通信は、前記グ
ループの少なくとも１人のメンバに、前記グループ内のメンバが他のコンピューティング
装置に関連付けられたディスプレイ上にレンダリングされた前記グループアイコンのアピ
アランスを変更することにより前記グループアイコンを選択したことを通知し、前記グル
ープアイコンの前記選択が第１のタイプの選択であるときに、前記アピアランスは第１の
マニフェステイションであり、前記選択が第２のタイプの選択であるときに、前記アピア
ランスは第２のマニフェステイションであり、前記グループアイコンの前記第１のタイプ
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の選択は、ポインティングデバイスによる１回のクリックであり、前記グループアイコン
の前記第２のタイプの選択は、ポインティングデバイスによるダブルクリックであり、前
記第１のマニフェステイションは、前記第２のマニフェステイションと異なり、前記第１
のマニフェステイションは、前記グループに対する前記第１のユーザの第１の感情を表し
、前記第２のマニフェステイションは、前記グループに対する前記第１のユーザの第２の
感情を表し、前記グリーティング通信は、割り当てられたＩＤであって前記グリーティン
グ通信において共に送出される前記グループのグリーティングに固有のＩＤを、前記グル
ープの前記少なくとも１人のメンバに通知する、グループアイコンと、
　前記第１ユーザが、前記ユーザのグループに通信すべき、個々に固有に定義されたグリ
ーティングを、グリーティング通信として設計することを可能にし、前記個々に固有に定
義されたグリーティングは、前記グループ内の前記第１ユーザを識別する、インタラクテ
ィブなグリーティングメーカと、
　を備え、
　前記ＩＤに関連付けられた前記グリーティングが前記グループのメンバのコンピュータ
に格納されていない場合に限り、前記グリーティングを記述するファイルが前記グリーテ
ィング通信において送信されることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　請求項１において、前記選択可能なグループアイコンは、前記第１ユーザによるグルー
プアイコンの選択前に自動的に収集された、グループステータスを表示することを特徴と
するシステム。
【請求項３】
　請求項２において、前記グループステータスは、前記グループのうちの１人以上のメン
バが現在従事している少なくとも１つのアクティビティのインディケーションを含むこと
を特徴とするシステム。
【請求項４】
　請求項２において、前記グループステータスは、前記ユーザグループのユーザのそれぞ
れが前記ネットワークに現在接続されているかどうかのインディケーションを含むことを
特徴とするシステム。
【請求項５】
　請求項３において、前記伝送は、前記グループが現在従事している少なくとも１つのア
クティビティに前記第１ユーザが参加することができるようにしたことを特徴とするシス
テム。
【請求項６】
　請求項１において、前記グループアイコンは、ファイルアイコンをドラッグしドロップ
するドラッグドロップターゲットであり、これにより前記ファイルアイコンに関係付けを
したファイルを、前記ユーザグループのコンピューティング装置に転送するものであるこ
とを特徴とするシステム。
【請求項７】
　請求項１において、前記ネットワークは、複数のピアツーピア接続を備えることを特徴
とするシステム。
【請求項８】
　請求項７において、前記ユーザのグループの少なくとも１人のユーザと関係付けられた
前記複数のピアツーピア接続の少なくとも１つは、前記第１コンピューティング装置とダ
イレクトに通信しないことを特徴とするシステム。
【請求項９】
　請求項１において、前記ネットワークは、前記第１コンピューティング装置と、前記ユ
ーザグループの前記コンピューティング装置とにそれぞれ通信でリンク可能なグループサ
ーバを備えたことを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　請求項１において、前記選択可能なグループアイコンは、そのビジュアルアピアランス
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が、前記第１ユーザと、前記ユーザグループのユーザとの中の１ユーザである修正ユーザ
によって修正可能であり、前記修正ユーザによる前記選択可能グループアイコンのアピア
ランスの修正は、前記グループの他のユーザと前記第１ユーザとのコンピューティング装
置のディスプレイ上に配置された前記選択可能グループアイコンのコピーに、伝搬される
ことを特徴とするシステム。
【請求項１１】
　請求項１において、前記ネットワークを介した通信は、オーディオ情報およびビジュア
ル情報からなるグループから選択された１つ以上のタイプのマテリアルを含むことを特徴
とするシステム。
【請求項１２】
　請求項１１において、前記ビジュアル情報は、アニメーションマテリアルを含むことを
特徴とするシステム。
【請求項１３】
　請求項１１において、前記ビジュアル情報は、ビデオマテリアルを含むことを特徴とす
るシステム。
【請求項１４】
　請求項１において、前記ネットワークを介した通信は、テキストメッセージを含むこと
を特徴とするシステム。
【請求項１５】
　請求項１において、前記ネットワークを介して前記第１コンピューティング装置から前
記ユーザグループに通信を伝送することは、前記第２コンピューティング装置のディスプ
レイ上にビジュアルインディケーションが半透明な状態で見えるようにし、所定の時間後
に、透明な状態に変換することを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　請求項１において、前記ネットワークを介して前記第１コンピューティング装置から前
記ユーザグループに通信を伝送することは、ビジュアルインディケーションが前記第２コ
ンピューティング装置のディスプレイを支配しており、これにより、前記第２ユーザは、
前記第２コンピューティング装置のディスプレイ上の他のアクションの前に、前記ビジュ
アルインディケーションとインタラクトしなければならないことを特徴とするシステム。
【請求項１７】
　ディスプレイを自分に関連付けた第１コンピューティング装置の第１ユーザから、それ
ぞれのディスプレイを自分に関連付けたコンピューティング装置のユーザであるコンピュ
ーティング装置ユーザのグループであって、少なくとも第２ユーザを含むコンピューティ
ング装置ユーザのグループに、通信する方法において、
　コンピュータに、
　前記第１ユーザの前記第１コンピューティング装置のディスプレイ上に、コンピューテ
ィング装置ユーザの前記グループに関連付けをしたビジュアルグループアイコンを提示す
るステップと、
　インタラクティブなグリーティングメーカを用いて、前記グループ内の第１ユーザを識
別する、個々に固有の定義されたグリーティング通信を作成するステップと、
　前記第１ユーザの第１コンピューティング装置による前記グループアイコンのアクティ
ベーションを受信するステップと、
　前記アクティベーションの受信に応答して、前記第１コンピューティング装置から、ネ
ットワーク接続を介して、コンピューティング装置ユーザの前記グループに関連付けをし
た前記コンピューティング装置に、グリーティング通信を送信するステップであって、前
記グリーティング通信を送信することは、前記コンピューティング装置ユーザのグループ
に、グループのメンバが他のコンピューティング装置に関連付けられたディスプレイ上に
レンダリングされた前記グループアイコンのアピアランスを変更することにより前記グル
ープアイコンを選択したことを通知し、前記グループアイコンの前記選択が第１のタイプ
の選択であるときに、前記アピアランスは、第１の感情を表す第１のマニフェステイショ
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ンであり、前記選択が第２のタイプの選択であるときに、前記アピアランスは、第２の感
情を表す第２のマニフェステイションであり、前記グループアイコンの前記第１のタイプ
の選択は、ポインティングデバイスによる１回のクリックであり、前記グループアイコン
の前記第２のタイプの選択は、ポインティングデバイスによるダブルクリックであり、前
記第１のマニフェステイションは、前記第２のマニフェステイションと異なり、前記グリ
ーティング通信を送信することは、割り当てられたＩＤであって前記グリーティング通信
において共に送出される前記グループのグリーティングに固有のＩＤを、前記グループの
少なくとも１人のメンバに通知し、前記ＩＤに関連付けられた前記グリーティングが前記
グループのメンバのコンピュータに格納されていない場合に限り、前記グリーティングを
記述するファイルが前記グリーティング通信において送信される、ステップと
を実行させることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１７において、ビジュアルグループアイコンを前記第１ユーザの前記第１コンピ
ューティング装置のディスプレイ上に提示するステップは、グループステータスを提示す
るステップを備えたことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１８において、前記グループステータスは、コンピューティング装置ユーザのグ
ループの１人以上のメンバが現在従事しているアクティビティを開示することを特徴とす
る方法。
【請求項２０】
　請求項１８において、前記グループステータスは、前記コンピューティング装置ユーザ
のグループのユーザがそれぞれ前記ネットワークに現在接続されているかどうかを開示す
ることを特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項１７において、前記ネットワーク接続を介して通信を伝送するステップは、コン
ピューティング装置の１人以上の前記グループメンバが現在従事しているアクティビティ
に前記第１ユーザが参加したいと望む旨のインディケーションを、コンピューティング装
置ユーザの前記グループに関係付けをしたコンピューティング装置に送信するステップを
備えたことを特徴とする方法。
【請求項２２】
　請求項１７において、前記第１ユーザの第１コンピューティング装置による前記グルー
プアイコンのアクティベーションを受信するステップは、前記ユーザがファイルアイコン
を前記グループアイコン上にドロップした旨のインディケーションを受信するステップを
備え、
　前記ネットワーク接続を介して前記第１コンピューティング装置からコンピューティン
グ装置ユーザの前記グループに関係付けをしたコンピューティング装置に通信を伝送する
ステップは、前記ファイルアイコンに関係付けをしたファイルが、コンピューティング装
置ユーザの前記グループに関係付けをしたコンピューティング装置に転送する用意ができ
ている旨のインディケーションを送信するステップを備えたことを特徴とする方法。
【請求項２３】
　請求項１７において、前記ネットワークは、ピアツーピアネットワーク、または中央サ
ーバを有するネットワークのいずれかからなることを特徴とする方法。
【請求項２４】
　請求項１７において、前記グループアイコンのビジュアルアピアランスは、前記第１ユ
ーザの第１コンピューティング装置によって修正可能であり、これにより、前記第１ユー
ザの第１コンピューティング装置による前記グループアイコンのアピアランスの修正は、
第２ユーザに関係付けをしたコンピューティング装置のディスプレイ上に配置された前記
グループアイコンのコピーに伝搬されることを特徴とする方法。
【請求項２５】
　請求項１７において、ネットワークを介して前記通信を伝送するステップは、オーディ
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オ情報と、ビデオ情報と、アニメーション情報と、テキスト情報とからなるグループから
選択された１つ以上のタイプを有する情報を前記ネットワークを介して送信するステップ
を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　請求項２５において、ネットワークを介して前記通信を伝送するステップは、前記第２
コンピューティング装置のディスプレイ上にビジュアルインディケーションが不透明な状
態で見えるようにし、所定の時間後に透明な状態に変換させるのに充分な情報を前記ネッ
トワークを介して送信するステップをさらに備えたことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、グループメッセージングに関し、具体的には、グループへのデスクトップ接続
であって、グループ通信及びアクティビティを容易にするデスクトップ通信に関する。
【０００２】
【従来の技術】
人々の生活において、コンピュータ技術及びインターネットがますます重要な役割を担う
につれて、Internetユーザは、生産性を向上させることだけでなく、レクリエーションア
クティビティを向上させ、共同体意識を拡大させることも要求し始めている。これらの要
求を満たすため、種々のプログラム及びサービスが作り出されており、それには、Intern
etチャット及びインスタントメッセージング、オーディオストリーミング、ファイル共有
機能、並びにマルチプレイヤネットワークゲームが含まれる。これらのアプリケーション
によれば、ユーザが種々の方法で友人及び同僚と通信することができるものの、当該ユー
ザに共同体意識及び共有関係を提供することは、残念ながらできない。
【０００３】
インスタントメッセージングプログラムが、現在、数多く市販され、その人気からも、友
人及び知人と直に通信したいとする消費者のニーズが分かる。アプリケーションが異なれ
ば、機能のレベルも異なるが、これらのプログラムがあれば、ユーザは次のようなことが
できる。すなわち、リモートユーザとの間でテキストメッセージを送受信することができ
、リモートユーザとの間でファイルを送受信することができ、ユーザが参加者を追加する
ことができるグループチャットセッションを開始させることができる。ユーザは、これら
のプログラムにより、友人が通信可能かどうかを発見することができ、仮にそうであれば
、テキストメッセージをやり取りすることができる。これらのプログラムによれば、一定
のコネクティビティがユーザに与えられるが、注意を引くという点では、これらの媒体は
例えば電話よりも遥かに小さい。これらのアプリケーションは、通信という点では、多く
の点で成功している媒体であるが、参加者に、参加者同士のリレーションシップを高める
共同体またはコンテキストの意識を与えることができない。多数のチャットプログラムに
おいては、連絡先（contact）を「buddy list」にグループ化することができるが、この
連絡先のセットは、必ずしも互いの存在を知らないし、必ずしも互いにアクティビティを
共有しない。言い換えると、共同体意識は、承諾がなくても、参加者が知らなくても、一
人のユーザにより連絡先に押し付けられる。連絡先をグループ化するといっても、連絡先
をリストアップするだけであるから、これによりグループアクティビティまたはインタラ
クションが容易にならず、共同体意識が強くなる訳ではない。
【０００４】
現在市販されている他のレクリエーション向けアプリケーションには、ファイル共有プロ
グラムが含まれている。これらのプログラムにより、ユーザは、パブリックのメンバ（通
常、そのとき同じプログラムをランさせている者は誰であれ）との間でファイルをダウン
ロードしたりアップロードしたりすることができる。そのプログラムをランしているとき
、これらユーザは、当該サービスを受けている他のユーザとチャットする機会はよくある
が、特定のユーザと小さなセレクト（select）ユーザグループとの間では、親密で持続的
なリレーションシップは欠けている。物理的なリレーションシップとは異なり、この設定
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における「共同体」というのは、非常に大きくて選択できない。ユーザは、インタラクト
する相手を容易に選択できない。その上、ユーザと他のユーザとのリレーションシップは
、必要上、パブリックルーム（public room）においてファイルを共有したりチャットし
たりすることに限定されるから、望ましい思われる他の形態のインタラクションは制限さ
れる。
【０００５】
最後に、ユーザが、家庭で、リモートユーザとともにプレイしたり、リモートユーザを相
手にプレイするマルチプレイヤゲームは、これまでになく人気がある。プレイするものが
二人でオブザーバが多数のチェスという伝統的なゲームから、数十人を相手にしてプレイ
する「first-person shooter」まで、インタラクションが可能な場は数多くあり、現代の
ゲームにあっては、多くの場合、ユーザは並行してチャットすることができる。これらの
ゲームに参加したり、他のプレイヤとこの興味を分け合うことで、ユーザの共同体意識を
、以前よりも僅かに高めることができる。グループでプレイしたりチャットしたりするこ
とができるプライベートアリーナ（private arena）を形成できる機能を有するゲームは
数多くある。しかし、ユーザの共同体意識は、強化されず、せいぜい互いにインタラクト
するという程度である。特に、ユーザは、１つのサイトで、グループを立ち上げ、ゲーム
をプレイできるにすぎないから、ユーザがプレイをしようとする場合には、その都度、グ
ループを立ち上げなければならない。であるから、立ち上げたグループは、持続しないし
、モバイル（mobile）でもない。すなわち、そのグループは、別のゲームのような他のア
クティビティやオンラインジャーナルに行けば、必ず損傷を受けることになる。その都度
、ユーザはグループを立ち上げなければならない。
【０００６】
ゲーム環境を有するユーザは、互いにゲームをプレイし、同時にチャットすることもでき
るが、典型的には、他の方法でインタラクトすることはできない。これらユーザは、典型
的には、他のチャットプログラムを介してインタラクトして初めて他のユーザの存在に気
づくのである。加えて、とにかくインタラクトするためには、これらプレイヤは、関心を
引くゲームに没頭しなければならないから、ゲームの押し付けがましくないアクティビテ
ィを共有することは不可能である。そうすると、マルチプレイヤゲームというのは、ゲー
ム共同体を作り出すという点では、成功しているが、数多くの消費者が望むところのくつ
ろげる社会共同体を作り出すという点では、成功していない。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
グループ通信アプリケーションとしては、親密なユーザのグループどうしがかなり多くの
方法でインタラクトすることができるアプリケーションと、友人だけの小さいグループで
あってアクティビティを共有しているグループへの一定のコネクションを当てにできるア
プリケーションと、に対するニーズがある。このようなシステムがあれば、物理的世界に
おいて育んだ友人と多くの点で似ている友人と、一定の社会的なコネクションがあるとい
う意識と、この友人と共有するリレーションシップがあるという意識とを、Internet世代
に与えることができる。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、グループ経験に関し、同様に、基礎となる機能に関するものであり、これらグ
ループ経験は、例えばコンピュータデスクトップか、１つ以上のアイコンを保持するため
のコンピュータディスプレイその他のディスプレイスペースか、ゲームシステムディスプ
レイか、セルフォーンディスプレイか、ＰＤＡディスプレイか、あるいはネットワークを
介して通信することができる装置のディスプレイかに、表示される１つ以上のアイコンに
より容易にでき、他方、基礎となる機能は、グループのオンラインメンバが互いにインタ
ラクトし種々のアクティビティに一緒に参加することができる小さなユーザグループのた
めの共有されたコネクションを表す１つ以上のアイコンに関係付けをした機能である。
【０００９】
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この共有されたコネクションを介して通信するグループは、非Internetベースの社会的な
インタラクションを模倣するプロセスを介して形成されている。グループのメンバは、メ
ンバの友人及び知人を当該グループに加わるように招待することができ、それらのユーザ
は、自由に好きなときに加わることができる。しかし、当該グループに招待されたユーザ
のみが加わることができから、アクセスはパブリックでなく無制限ではない。グループは
公表されないし発表されないから、現行のグループメンバを通信元とする公式または非公
式でオンラインまたはオフラインでの通信を介して、特定の潜在的な参加者に知らされる
。当該グループのメンバの誰かが他のメンバの誰かを好きでなくても、そのメンバを当該
グループから「蹴り出す」ことはできない。しかし、ほとんどの社会的状況と同様に、メ
ンバは、当該グループから自由に退会することができる。この共同体の衡平な規定により
、社会化が促進され、存在意識が高められるとともに、グループメンバ間で共同体意識が
高められ、多くの経験が共有されることが、リサーチにより証明されている。その上、こ
れら持続的なグループは、伝統的で社会的なインタラクションを模倣しており、このイン
タラクションにおいては、友人のグループは、種々のアクティビティに互いに参加してお
り、しかもさらに個々に区別された１対１の通信を強制的に選択するように設計されてい
る。
【００１０】
グループがインタラクトするためのコア（core）アプリケーションは、各グループメンバ
のデスクトップ（その他の装置ディスプレイエリア）上に駐在し、普通のデスクトップア
イコンの属性の多くを有する。当該アプリケーションは、アイコンとして表示されるので
、視認性が高く、直接的で複雑でない通信手段を提供し、共有するリレーションシップを
グラフィカルに表現したものを、そのグループに提供する。１つのインプリメンテーショ
ンにおいて、グループメンバは、メンバのディスプレイに表示されたアイコンを変更する
ことができ、変更があると、その旨が、当該グループの他のメンバに伝えられる。
【００１１】
このデスクトップアイコンを使用して、当該グループの各メンバは、当該グループ全体と
通信しインタラクトすることができる。特に、当該アプリケーションは、ノンバーバル（
non-verbal）又はバーバル（verbal）で通信を行い、同様にアクティビティを共有する。
サポートされた機能には、グループの任意のメンバがアイコンをダブルクリックできるこ
とが含まれ、これにより、ユニークなバーバル又はノンバーバルのグリーティングを、当
該グループの各メンバに送信することができる。このアクションがあると、当該グループ
の各メンバに、サウンド、イメージ、及び／またはアニメーションが送信される。当該グ
ループのメンバは、より伝統的なアクティビティ、例えばチャットと、インスタントメッ
セージングに参加することができ、同様にファイル共有やゲームプレイに参加することも
できる。重要なことであるが、同一グループがこの範囲のアクティビティを通じて持続的
するから、当該グループは、共有された経験のセットを介して、所望する共同体の意識を
さらに高めることができる。
【００１２】
当該グループのオンラインメンバには、継続的に、グループのアクティビティと通信も通
知される。例えば「グリーティング」は、フォアグランドでどのアプリケーションが実行
されているかに関わらず、当該グループの全メンバのスクリーンに送って表示することが
できる。他のアプリケーションメッセージまたは機能は、チャットインビテーションまた
はファイル送信アクティビティのように、基本的には、押し付けがましいものであり、グ
ループメンバの注目を求めるものである。最後に、グループメンバがアクティビティに加
わるように最初にさそわれたかどうかとと関係なく（例えば、アクティビティが始まった
ときにそのメンバがオフラインであっても）、グループステータスとアクティビティ通知
とがデスクトップアイコンとともに表示され、当該アプリケーションとインタラクトする
ことによって、そのユーザは進行中のグループアクティビティには、ともあれ加わること
ができる。グループとの一定で押し付けがましいコネクションのため、典型的なチャット
の経験が、豊かで完全な社会的インタラクションに一変する。
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【００１３】
本発明の特徴及び利点は、実施形態を添付の図を参照して詳細に説明することにより、明
らかになる。
【００１４】
請求の範囲は、本発明の機能を詳細に記述するが、本発明は、その目的及び利点とともに
、添付の図面に関連する次の詳細な説明から、最もよく理解することができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をコンピューティング環境のコンテキストで述べる。図において、同様の参
照番号は同様の要素を参照する。これは、本発明を実施するには必要ないが、本発明は、
コンピュータ実行可能命令、例えばパーソナルコンピュータ（ＰＣ，personal computer
）実行可能なプログラムモジュールよってインプリメントされるものとして記載する。一
般に、プログラムモジュールには、ルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネン
ト、データ構造が含まれるとともに、特定のタスクをパフォームするか、特定の抽象デー
タ型をインプリメントするようなものが含まれる。
【００１６】
本発明は、ＰＣを除くコンピュータシステム構成においてインプリメントすることができ
る。例えば、本発明は、ハンドヘルドデバイス、モバイル電話（mobile phone）、マルチ
プロセッサシステム、マイクロプロセッサベースの又はプログラマブルなコンシューマ電
子機器、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ等において
実現可能であり、またビジュアルディスプレイ（visual display）及びネットワーク通信
の両方が可能な装置においても実現可能である。本発明は、通信ネットワークを介してリ
ンクされているリモートプロセッシング装置によってタスクが実行される分散コンピュー
ティング環境においても実施することができる。分散コンピューティング環境においては
、プログラムモジュールは、ローカル及びリモートメモリ記憶装置の両方に位置させるこ
とができる。
【００１７】
そこで、本発明の詳細な説明は、慣用のＰＣ２０の形態の汎用コンピューティング装置の
コンテキストで述べるが、当然、本発明は、上述したような数多くのコンピューティング
環境に組み込むことが好ましい。
【００１８】
本発明を詳細に述べるにあたって、その前に、本発明がオペレートするコンピューティン
グ環境を、図１Ａに関連して述べる。ＰＣ２０には、プロセッシングユニット２１、シス
テムメモリ２２、及びシステムバス２３が含まれており、システムバス２３は、システム
メモリ２２を含む種々のシステムコンポーネントを、プロセッシングユニット２１に結合
するものである。システムバス２３は、幾つかのタイプのバス構造のうちの、メモリバス
またはメモリコントローラ、ペリフェラルバス、及び任意の種々のバスアーキテクチャを
使用するローカルバスを含むバス構造とすることができる。このシステムメモリ２２には
、ＲＯＭ（read only memory）２４と、ＲＡＭ（random access memory）２５とが含まれ
ている。ＢＩＯＳ（basic input/output system）２６は、スタートアップ中のように、
ＰＣ２０内の要素間で情報を転送するのを助ける基本ルーチンを含むもので、ＲＯＭ２４
にストアされている。ＰＣ２０には、ハードディスク６０をリード（read）しライト（wr
ite）するためのハードディスクドライブ２７と、リムーバブル磁気ディスク２９をリー
ドしライトするための磁気ディスクドライブ２８と、リムーバブル光ディスク３１、例え
ばＣＤ　ＲＯＭその他の光媒体をリードしライトするための光ディスクドライブ３０とが
さらに含まれている。
【００１９】
ハードディスクドライブ２７と、磁気ディスクドライブ２８と、光ディスクドライブ３０
とは、ハードディスクドライブインタフェース３２、磁気ディスクドライブインタフェー
ス３３、及び光ディスクドライブインタフェース３４によって、それぞれ、システムバス
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２３に接続されている。これらドライブと、それらの関連するコンピュータ可読媒体は、
コンピュータ可読命令と、データ構造と、プログラムモジュールと、ＰＣ２０のための他
のデータとを不揮発にストアする。ここに例として述べる環境においては、ハードディス
ク６０、リムーバブル磁気ディスク２９、及びリムーバブル光ディスク３１を用いるが、
コンピューティング装置によってアクセス可能なデータをストアすることができる他のタ
イプのコンピュータ可読媒体、例えば磁気カセット、フラッシュメモリカード、ＤＶＤ（
digital video disk）、ベルヌーイカートリッジ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等は、このオペレーテ
ィング環境においても使用することができる、ことは当業者にとって当然のことである。
数多くのプログラムモジュールは、１つ以上のアプリケーションプログラム３６、他のプ
ログラムモジュール３７、及びプログラムデータ３８を含めて、ハードディスク６０、磁
気ディスク２９、光ディスク３１、ＲＯＭ２４、又はＲＡＭ２５に、ストアすることがで
きる。ユーザは、コマンド及び情報を、入力装置、例えばキーボード４０及びポインティ
ングデバイス４２を操作して、ＰＣ２０に入力することができる。図示しない他の入力装
置としては、マイクロフォン、ジョイスティック、ゲームパッド、サテライトディッシュ
、スキャナ等を含めることができる。これら及び他の入力装置は、しばしば、システムバ
スに結合されるシリアルポートインタフェース４６を介して、プロセッシングユニット２
１に結合されるが、他のインタフェース、例えばパラレルポート、ゲームポート、又はＵ
ＳＢ（universal serial port）によって接続することができる。モニタ４７その他のデ
ィスプレイ装置も、ビデオアタプタ４８のようなインタフェースを介して、システムバス
２３に接続されている。このモニタに加えて、ＰＣには、図示しない他のペリフェラル出
力装置、例えばスピーカ及びプリンタが含まれるのが典型的である。
【００２０】
ＰＣ２０は、１つ以上のリモートコンピュータ、例えばリモートコンピュータ４９に対し
て、固定的または一時的な論理接続を使用するネットワーキング環境においてオペレート
する。リモートコンピュータ４９は、他のＰＣ、サーバ、ルータ、ネットワークＰＣ、ピ
ア装置その他の共通ネットワークノード、あるいは本明細書で述べる他のタイプの装置と
することができ、リモートコンピュータ４９には、典型的には、ＰＣ２０に関連して既に
述べた多くの要素又は全ての要素が含まれるが、本実施の形態においては、ここまでは必
要でないので、図１Ａには、メモリ記憶装置５０のみを図示してある。図１Ａに示す論理
的な接続には、ＬＡＮ（local area network）５１及びＷＡＮ（wide area network）５
２が含まれる。このようなネットワーキング環境は、オフィス、enterprise-wideコンピ
ュータネットワーク、イントラネット、及びInternetにおいて普通の環境である。
【００２１】
ＰＣ２０は、ＬＡＮネットワーキング環境において使用されるとき、ネットワークインタ
フェースまたはアタプタ５３を介して、ＬＡＮ５１に接続される。ＷＡＮネットワーキン
グ環境において使用されるとき、ＰＣ２０には、モデム５４またはＷＡＮ５２を介して通
信を確立する他の手段が含まれるのが典型的である。モデム５４は、内部であれ外部であ
れ、シリアルポートインタフェース４６を介してシステムバス２３に接続される。ＰＣ２
０に関連して示したプログラムモジュール、またはその一部は、リモートメモリ記憶装置
にストアすることができる。ここに示すネットワーク接続は例にすぎず、当然、コンピュ
ータ間の通信リンクを確立する他の手段を使用できる。加えて、本発明は、特定タイプの
ネットワークに限定するものではない。任意のネットワークタイプ、すなわちワイヤード
（wired）若しくはワイヤレス（wireless）、固定若しくは一時的、回線交換、パケット
交換その他のネットワークアーキテクチャを、本発明をインプリメントするために使用す
ることができる。
【００２２】
次の記述においては、断らない限り、１つ以上のコンピューティング装置によってパフォ
ームされるオペレーションのアクト（act）及びシンボリック（symbolic）表現を参照し
て、本発明を説明する。であるから、このようなアクト及びオペレーションは、コンピュ
ータによって実行されるということもあるが、当然、コンピュータのプロセッシングユニ
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ットが、構造化データを表す電気信号を操作することは、このようなアクト及びオペレー
ションに含まれる。この操作により、データが、変換され、コンピュータのメモリシステ
ム内のロケーションに保持されるが、これは、当業者にとって周知の方法で、コンピュー
タのオペレーションを再構成するか変更するものである。データが保持されるデータ構造
は、当該データのフォーマットによって定義された特定のプロパティ（property）を有す
るメモリの物理ロケーションである。ところで、本発明について前述のコンテキストで説
明しているが、以下に述べる種々のアクト及びオペレーションを、ハードウェアでインプ
リメントできることを制限することを意味するものではないことは、当業者にとって当然
のことである。
【００２３】
本発明によれば、小さいが親密なグループのメンバ間において一定のコネクティビティが
可能になり、ユーザが自分の物理世界の存在において育んだ数多くのリレーションシップ
タイプを、バーチャル世界において、再現（recreate）できる。本発明によってサポート
されるグループのメンバは、フレンドリ（friendly）若しくはアンフレンドリ（unfriend
ly）なインタラクション、インテンス（intense）若しくはカジュアル（casual）なイン
タラクション、喧嘩、恋、又は小さいグループ内の親しい通信により可能な互いに存在す
る方法によりサポートされている。
【００２４】
本発明の一態様においては、アプリケーションプログラムはデスクトップアイコンにより
表され、このアイコンを操作して、グループメンバは、当該グループの他のオンラインメ
ンバと通信しインタラクトすることができる。このグループは、当該アプリケーションプ
ログラムによって提供されるアクティビティ範囲において、持続するものであり、当該グ
ループのメンバは、通知及びアクティビティインジケータがあるので、グループアクティ
ビティに遅れないようになっている。「デスクトップ」及び「デスクトップアイコン」と
いう用語は、本発明を、伝統的なデスクトップディスプレイに限定するものではない、こ
とは当然のことである。ここで使用される「デスクトップ」という用語には、コンピュー
タ技術における伝統的な意味が含まれるが、この用語は、時計からデスクトップコンピュ
ータまでの範囲にある装置の他のタイプのビジュアルディスプレイスペースを排除するも
のではない。
【００２５】
本発明の一実施形態においては、グループメンバは、ピアツーピア接続を介して通信して
いる。このピアツーピア技術は、当技術分野において周知のものであるが、当該グループ
メンバの個々のコンピュータに焦点を合わせ、当該グループ内で、中央サーバを必要とし
ないで、通信を構成するものである。一般に、メッセージ、ファイル、又は他の通信が当
該グループを通じて伝搬されると、各グループメンバは、本グループの少なくとも１人の
他のメンバ（必ずしもグループの全てのメンバではない）と通信する。通信を開始するグ
ループメンバは、自分達と接続されている他のグループメンバに、通信準備ができている
ことを通知し、ついで、これら他のグループメンバは、自分達と接続されている他のグル
ープメンバにその旨を通知し、等々、当該グループの全メンバがその通信を受信するまで
通知する。
【００２６】
例えば、図１Ｂにおいては、グループメンバＣはスケートボーダアイコンを有する。この
スケートボーダアイコンは、グループメンバＣが、コンピュータＡないしＧよりなるグル
ープのうちの他のグループと共有したいと考えるアイコンである。図１Ｂに示す線は、こ
れらコンピュータ間の論理的な接続を表しているから、ＡはＢに接続され、ＢはＡ、Ｃ、
及びＤに接続され、ＣはＢに接続され、ＤはＢ、Ｅ、及びＧに接続され、ＥはＤ及びＦに
接続され、ＦはＥに接続され、ＧはＤに接続されている。矢印は、スケートボーダアイコ
ンがこのピアツーピアネットワークを介して送信されて、グループ内の各コンピュータに
到着する経路を表す。通信を開始するグループメンバＣは、まず、アイコンを転送する準
備ができていることを、Ｂに通知し、Ｂがアイコン転送を要求すると、そのアイコンをＢ
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に転送する。ついでＢは、アイコンを転送する準備ができていることを、Ａ及びＤに知ら
せ、ついでそのアイコンをＡ及びＤに転送し、等々、これら転送をピアツーピアネットワ
ークを介して行う。このように、アイコンをストアし、全てのコンピュータからアイコン
をアクセスすることを可能にする中央サーバを必要とせずに、ネットワーク上の各コンピ
ュータにアイコンが迅速に転送される。
【００２７】
ピアツーピアグループの効率を向上させるため、グループ内の各コンピュータは、そのグ
ループ内の他のメンバのデータベースと同期させてあるデータベースに、「共通ファイル
」もストアする。このデータベースは、数多くの種々の方法で同期させることができる。
一実施例においては、コンピュータがデータベースを変更すると、その度に、当該コンピ
ュータは、上述の転送手順を用いて、ピアツーピアネットワーク内の他のコンピュータに
これらの変更を伝えることができる。あるいはまた、グループ内のコンピュータは、自分
と論理接続されているコンピュータのデータベースが更新されていないかチェックして、
一定期間経過後に、自分のデータベースを自動的に更新することができる。ピアツーピア
技術は、中央サーバから独立していること、及びリソースを利用できることが多いこと、
を含め、多くの利点を有するが、本発明は、中央サーバシステム、ハイブリッドシステム
その他のネットワーキング技術を使用して、インプリメントすることもできる。
【００２８】
意図通りのグループを形成するため、メンバの追加は、現行メンバからの招待により行な
われ、追加したメンバのみを離脱させることができる。すなわち、現行メンバをグループ
から離脱させることはできない。共同体をこのように構成したから、小さく親密なグルー
プのメンバの間に信頼関係が生じるが、チェックされないままグループが拡張されること
はなく、知らないメンバや恐らく歓迎されないメンバが侵入することはない。特に、Inte
rnetベースの環境においては、よりパブリック（public）なグループは、本発明の意図す
るより親密な通信を行うには大き過ぎて扱いにくくなる可能性がある。新しいメンバをグ
ループに追加するためには、グループメンバは、１つのインプリメンテーションにおいて
は、（Microsoft（登録商標）のMSN Messenger（登録商標）ディレクトリのような）公開
ディレクトリをサーチして、招待するのに必要な連絡先とコンピュータ情報を見つけ出し
ている。その後、招待が、MicrosoftのMSN Messengerのような既存プロトコル又はプログ
ラムを使用して、その見込みメンバに送信される。仮にその招待が受け取られると、当該
グループのこの新メンバは、仮にこの新メンバがまだ当該プログラムを持っていない場合
には、例えばパブリックサーバから、本発明の機能がインプリメントしてあるプログラム
アプリケーションを、マニュアル又は自動で、ダウンロードし、続いて、ピアツーピア技
術を使用してグループに接続する。
【００２９】
他のインプリメンテーションにおいては、異なる方法で、グループメンバを追加すること
ができる。そうすると、例えば、グループアプリケーションにはオペレーティングシステ
ム（ＯＳ，operating system）を含めることができ、ＯＳが登録されると、当該ユーザは
、見込みメンバのデータベースに登録することもできる。さらに他のインプリメンテーシ
ョンにおいては、招待する側のグループメンバが、既存のプロトコルを使用して、当該見
込みメンバにパスワードを送信すれば、このパスワードは、グループと接続するプログラ
ムアプリケーションとともに使用することができる。
【００３０】
一度グループが形成されると、グループのオンラインメンバは、それぞれ、図２に示すよ
うに、メンバのデスクトップ又は他のディスプレイスペースに駐在する共有コネクション
を表すグループアイコンを見ることができる。この例においては、Bubba、Eugene、及びJ
ohnが、次に述べるマウスアイコン２０７（１）、（２）、（３）によって表されるグル
ープのメンバであり、これらマウスアイコンは、メンバの各デスクトップ２０１、２０３
、２０５上にある。このマウスアイコン２０７（１）、（２）、（３）の振る舞いは、多
くの点で、他のなれ親しんだビジュアルにレンダリングされたアイコン又はオブジェクト
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と同様であり、グループインタラクションを容易にする。このアイコンは、ドラッグする
ことができ、ドロップターゲットを受け付けることができ、デスクトップ又はディスプレ
イスペースにアンカー（anchor）されている。当該アプリケーションの容量が大部分のア
プリケーションプログラムに比べて小さいから、これに助長されて、グループメンバは、
フォアグランド（forground）のアクティビティに関わらず、オンラインで、当該グルー
プと通信を続けることになる。このように設定が控え目であるから、ユーザは、デスクト
ップ上に、種々のグループとのリレーションシップを表すグループアイコンを有すること
もできる。加えて、ユーザは、社会管理の一形態として、あるグループとはオンラインに
、あるグループとはオフラインにすることができる。
【００３１】
グループインタラクションに関しては、グループアイコンは、静的エンティティではない
が、図３に示すように、リレーションシップを任意にカプセル化することができる。グル
ープのメンバは、どのメンバもグループアイコンを変更することができ、その変更を他の
メンバのデスクトップに伝えることができる。そうすると、図２の例において、仮にBubb
aがマウスアイコンを、図３に示すスケートボーダアイコン３０１に変更した場合には、
一実施形態においては、Eugene及びJohnのグループアイコンがスケートボーダアイコン３
０１に変更される。１つのインプリメンテーションにおいては、異なるアイコンの数は、
本発明がパッケージ（package）されたアイコンか、ディストリビュータによって承認さ
れたアイコンに限定される。この例においては、スケートボーダアイコン３０１は、必ず
グループアプリケーションに含まれることになる。Bubbaが自分のアイコンをスケートボ
ーダアイコン３０１に変更すると、Eugene及びJohnのアイコンもスケートボーダアイコン
３０１に変更されるべきとの要求が、Eugene及びJohnのコンピュータに直ちに送信され、
仮にEugene及びJohnのコンピュータがオンラインである場合には、その要求が自動的に承
諾されるか、又はEugene及びJohnのコンピュータがオンラインになったとき、承諾される
。あるいはまた、当該アプリケーションであれば、ユーザ定義のアクションと関係付けを
したユーザ定義のアイコンが可能である。ここで、スケートボーダアイコン３０１が、実
際には、当該アプリケーションにパッケージされて来なかったと仮定すると、Bubbaのコ
ンピュータは、Eugene及びJohnのコンピュータにアイコン変更を要求した上、スケートボ
ーダアイコン３０１を記述するのに必要なファイルを送信する。これらのアイコンにより
フレームワーク（frame work）が提供されるので、このフレームワークを通して、グルー
プメンバは自分のリレーションシップ及びインタラクションを理解することができる。グ
ループメンバは、このビジュアルでノンバーバル（non-verbal）な通信を使用して、共有
した特性とアイデンティティ（identity）に基づいて、リレーションシップの構築を開始
し、グループカルチャを意識し始める。図３は、メンバが参加者である種々のグループの
役割を知らせるプログラムアイコン３０３、３０５の例である。
【００３２】
グループアイコンとインタラクトすることは、ほとんどのコンピューティング装置のユー
ザにとって、慣れ親しんだ容易なプロセスである。１つのインプリメンテーションにおい
ては、ダブルクリックすると、当該グループの他のメンバに伝えられるネットワークアク
ションがパフォームされ、右マウスボタンをクリックすると、図４のメニュー４０１と同
様のメニューが現れる。グループメンバは、このメニュー４０１から、当該グループの他
のメンバと、多くの方法で、例えばChange Wireオプション４１３によりアイコンを変更
したり、Send Fileオプション４１５によりファイルを送信したり、又はLaunchオプショ
ン４１１により他の通信を送信して、インタラクトすることができる。当該ユーザは、こ
のメニューを介して、他のプログラム機能、例えばHelp４１７と、Delete４１９と、Clos
e４２１にアクセスできる。本発明の一実施形態においては、Delete４１９は、当該ユー
ザを当該グループから排除し、このユーザのデスクトップから当該グループを永久にリム
ーブ（remove）する。本発明の他の実施形態においては、Close４２１は、当該グループ
に近づけないことを意味する。すなわち、上述したように、当該ユーザは、当該グループ
とオンラインできないが、他のグループとオンラインできることを意味する。当該ユーザ
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が当該グループをクローズ（close）すると、当該ユーザは当該グループがオフラインに
見え、グリーティング又は通知を受信しない。アクセス可能であって慣れ親しんだコンパ
クトなインタフェースを使用して、当該グループ機能をインプリメントしているので、当
該アプリケーションは、当該グループメンバのデスクトップ及びディスプレイ上では、オ
ープン（open）であり利用可能である可能性が高い。
【００３３】
当該グループのメンバが、オンラインであって、当該アプリケーションをランしていると
きは、これらメンバは、グループとして、ほとんど無限の方法でインタラクトすることが
できる。多くのアクティビティを以下に述べるが、これらのアクティビティは、代表的な
例を挙げたに過ぎず、本発明の範囲を限定するものではない。ここに述べたアプリケーシ
ョンとインタラクトできる異なるプログラムモジュールを使用して、コードにインプリメ
ントできるアクティビティであって、種々のロケーションにいるユーザグループによって
共有されたアクティビティを、本発明にインプリメントすることができる。
【００３４】
一実施形態においては、当該グループの１人のメンバが、グループアイコンをダブルクリ
ックすると、グリーティングが、当該グループの全てのオンラインメンバに送信される。
このグリーティングには、バーバル（verbal）メッセージと、オーディオと、ビジュアル
エフェクトが含まれ、このグリーティングにより、誰かがグループアイコンとインタラク
トしたことを、当該グループの他のメンバに、通知することができる。加えて、図５に示
すように、グループアイコン上で異なるアクション（例えば、クリックコンビネーション
（click combination）等）をパフォームすれば、当該グループメンバが当該グループと
共有したいと考える異なる感情の状態を表すことができる。当該グループメンバのグルー
プアイコン上で第１アクションをパフォームすると、当該グループメンバの幸せを表現す
ることができ、さらに説明を提供するために、当該グループとインタラクトすることがで
きる（５０１）。同様に、当該グループメンバは、当該グループアイコン上で第２アクシ
ョンをパフォームすると、幾つかのイベントに対する失望又は怒りを表現することができ
る（５０３）。全てのオンラインメンバは、当該アクションに従って指示（indication）
を受信し、感情体験（emotional experience）を分け合うことになる。そうすると、例え
ば、図２のスケートボードアイコン３０１上で第１アクションをパフォームすると、これ
により、当該スケートボーダは、各メンバのデスクトップに対してトリックをパフォーム
させることができる。当該ユーザは、感情の一状態を示す代わりに、他のグループメンバ
に、当該グループメンバの誰かが、何らかのアクティビティで、当該グループとインタラ
クトしたいと考えていることを、知らせようとすることができるか、あるいはグループメ
ンバが当該グループのことを考えていることを、他のメンバに知らせようとすることもで
きる。この簡単で効率的な通信により、当該グループのメンバの間で共有されたユニーク
なインタラクションであって、インサイドジョーク（inside joke）又は秘密の言葉（sec
ret language）と似通ったものが作り出される。
【００３５】
上述した通信は至極簡単で、よりユニークで個人的なインタラクションを、当該グループ
メンバに提供し、そして当該アプリケーションにより、本実施形態において、当該グルー
プメンバは、個別に定義されたグリーティングを互いに送信することができる。特定のグ
ループメンバが、グループメンバがオンラインであること知らせようとするか、あるいは
幾つかのイベントのグループに通知したいとき、当該グループメンバは、図６Ａに述べる
ように、グリーティングを設計するか選択することができ、当該グループの各メンバに当
該グリーティングを送信することができる。
【００３６】
第１ステップは、図６Ａには図示しないが、グリーティングの設計である。当該グループ
メンバは、当該グリーティングのために選択されたフォーマットに従って、多くの異なる
プログラムを使用することができ、これらプログラムには、イメージを設計するためのド
ローイング（drawing）プログラムと、メッセージを構成するためのテキストプログラム
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と、適切なアニメーションを設計するためのアニメーションプログラムとが含まれる。あ
るいはまた、本発明は、一実施形態において、インタラクティブ（interactive）なグリ
ーティングメーカ（greeting maker）を提供し、このグリーティングメーカにより、メン
バのタスクをさらに容易にするため、これらのプログラムの多くの機能が組み合わされる
。グリーティングにおいて組み合わされる莫大な数の変数により、特定のメンバは、実質
的にユニークなグリーティングを容易にメークでき、このグリーティングにより、当該メ
ンバが当該グループのメンバであることを十分に識別されることになる。
【００３７】
ステップ６１０においては、適切なグリーティングが作成された後、当該グループメンバ
は、当該グループメンバが選択した時刻に、グリーティング通知を当該グループに送信す
ることができる。上述したピアツーピアインフラストラクチャにおいては、当該グリーテ
ィング通知は、当該グループの各メンバに転送されるが、送信側のグループメンバが送信
元となる。１つのインプリメンテーションにおいては、送信側のグループメンバのコンピ
ュータは、当該グループのグリーティングに固有のＩＤを、送信側のグループメンバの特
定のグリーティングに（好ましくは自動的に）割り当てる。当該ＩＤは、ステップ６２０
で送信されるグリーティング通知とともに、送出されることになる。ステップ６３０にお
いては、異なるグループメンバが当該ＩＤと共に当該通知を受信すると、当該グループメ
ンバのコンピュータは、当該ピアツーピアデータベースから、当該ＩＤに関係付けられた
グリーティングが存在するか否かをサーチする。仮に当該グリーティングが、実際には、
当該コンピュータにストアされていない場合には、グリーティング（テキストデータ、ビ
ジュアル及び／又はオーディオデータを有する１つ以上のファイルを含む）を記載する１
つ以上のファイルは、当該グリーティングが表示できるまでは、当該ユーザに最初に送信
しなければならない。これをステップ６４０及び６５０に示す。当該ユーザがグリーティ
ングを変更するときは、常に、ＩＤを更新して、他のグループメンバが必要とする１つ以
上のファイルが変更されたことを反映するべきである、ことに留意されたい。加えて、一
度特定のグループメンバが、１つ以上の必要なファイルを初めてダウンロードし、当該１
つ以上のファイルがピアツーピアデータベースにストアされると、当該グループメンバに
当該グリーティングを送信するのに必要な唯一のネットワークトラヒックは、送信グルー
プメンバのＩＤを含む比較的小さな通知だけとなる。そして、当該１つ以上のファイルは
、受信側のユーザの共有データベースに留まることになるから、当該通信システムの効率
が向上する。
【００３８】
上述の例と、図６Ｂの代替インプリメンテーションにおいては、コンピュータＡ（６０１
）に対応するグループメンバは、他のグループメンバに送信したいと望む新しいグリーテ
ィングを有する。実線で示す上述のピアツーピアの例においては、当該グループ内の他の
コンピュータ、すなわちＢ（６０３）ないしＥ（６０９）は、それぞれ、ピアツーピアデ
ータベースを有し、このデータベースには、幾つかのグリーティングと、関係付けをした
ＩＤとがストアされている。Ａ（６０１）は、この新しいグリーティングを送信するとき
、最初に、新たに作成されたＩＤであって、当該グリーティングに関係付けをしたＩＤを
、各コンピュータに送信する。Ａ（６０１）は、この新しいグリーティングをちょうど設
計したばかりなので、当該グループ内の他のコンピュータは、当該新しいグリーティング
を表すファイルを要求することになる。１つのインプリメンテーションにおいては、コン
ピュータＢ（６０３）ないしＥ（６０９）と論理的に接続されたコンピュータにオリジナ
ルにホワードされたグリーティングＩＤと関係付けされているファイルを得るため、コン
ピュータＢ（６０３）ないしＥ（６０９）は、これらのコンピュータと論理的に接続され
ているコンピュータに、定期的に要求を送信し始めることになる。そこで、Ｂ（６０３）
及びＣ（６０５）は、Ａ（６０１）からファイルを要求することになる。そして、一度こ
れらファイルが転送されると、Ｂ（６０３）に対してファイルを求めるＤの要求が満たさ
れ、最後に、Ｄ（６０７）に対してファイルを求めるＥの要求が満たされることになる。
他のインプリメンテーションにおいては、Ａ（６０１）は、各コンピュータからのグリー
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ティングに関係付けをしたファイルを求める要求を受信することができる。そして、コン
ピュータＡ（６０１）は、ファイルをパッケージし、当該ファイルを要求した全てのコン
ピュータを示し、Ａ（６０１）と論理的に接続される全てのコンピュータに、当該ファイ
ルを送信する。ついで、当該ファイルは、これらファイルをオリジナルに要求したコンピ
ュータに到着するように、ピアツーピアネットワークを介して、ルーティングされる。こ
のインプリメンテーションは、当該グループ内の大部分のコンピュータが新しいグリーテ
ィングを受信し、受信しないコンピュータがほとんどないときに使用するために特に適し
ている。
【００３９】
他の実施形態においては、メンバ定義のグリーティングは、中央サーバ６１１上にストア
し、グリーティング通知がある度に、各グループメンバのコンピュータに送信することが
でき、あるいはこのメンバ定義のグリーティングは、各グループメンバのコンピュータに
キャッシュし、適切なときに、中央グループサーバ６１１から更新することができる。こ
れらのインプリメンテーションにおいては、図６Ｂに破線で示されているが、当該グルー
プサーバ６１１は、当該グループのグリーティングのリポジトリとしてアクトする。Ａ（
６０１）は、新しいグリーティングをグループに送信したいと望むとき、最初に、グルー
プサーバ６１１に、当該グリーティングのためのＩＤを送信する。サーバ６１１が、Ａ（
６０１）に対して、当該ＩＤに対応するグリーティングを有していない旨を通知すると、
Ａ（６０１）は、グループサーバ６１１に対して、当該グリーティングに対応するファイ
ルを送信する。そして、これらグリーティングファイルは、Ａ（６０１）を除くグループ
の全てのメンバに送信される。ついで、これらのファイルは、グループメンバにより表示
されるだけか、又は各グループメンバのコンピュータにキャッシュされるから、このグル
ープサーバは、Ａ（６０１）が次回同じグリーティングを送信したいと望むときは、ＩＤ
を送信するだけでよい。本発明の代替実施形態においては、ピアツーピア通信を介して通
知されている間、ファイルをサーバとの間で送受信することができる。
【００４０】
個性的なグリーティングをグループの全てのメンバに送信するから、グループメンバは、
自分の個性を表現し、同時に共同体意識を表現することができる。より伝統的な社会的な
設定においてはそうであるが、グリーティングと、グループアイコンと、存在及びアクテ
ィビティ通知オプションは、個人主義と、グループアクティビティと、インタラクション
との間のバランスを反映する。どの代替例が選択されるかによって、当該グループメンバ
は、複雑でノンバーバルな通信で、種々のシグナルをグループに送信することができる。
【００４１】
これらの新規な通信手段は、チャットフォーラムのようなロバスト（robust）で伝統的な
通信方法で補完される。図７に示すように、グループのメンバは、本発明をインプリメン
トすることにより、慣れ親しんだテキストベースの方法で互いにチャットすることができ
る。特定のグループメンバがグループとチャットしたいと考える場合、当該グループメン
バは、図４のメニュー４０１のLaunchオプション４１１によってオープンされるグループ
アイコンのメニューオプションを介してグループスペース７０１をオープンすることがで
きる。一度グループスペース７０１がオープンされると、各オンライングループメンバに
インビテーション（invitation）が送信され、当該グループスペースがオープンされ、グ
ループインタラクションが可能になる。一実施形態においては、各オンライングループメ
ンバは、グループスペース７０１内のグループに加入するとの要求を受け付けるか、拒否
することができるが、同時インビテーション（simultaneous invitation）を送信すると
きは、一実施形態においては、チャットイニシエータ（chat initiator）はグループメン
バを選択できなくなる。ここに述べる他のアクティビティの場合には、グループチャット
は、必然的にグループ指向であって個人指向でないので、共同体意識と共有体験に寄与す
る。
【００４２】
１つのインプリメンテーションにおいて、グループスペース７０１内でのインタラクショ
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ンは、ピアツーピア技術を使用してインプリメントされている。当該フレームワークにお
いては、例えば、１人のグループメンバが、自分と論理的に接続されているグループメン
バに、グループメンバ識別子とともにテキストメッセージを送信すると、これらグループ
メンバは、自分とそれぞれ論理的に接続されている他のグループメンバに、当該テキスト
メッセージを自動的にホワードし、このテキストメッセージのホワードを、当該テキスト
メッセージがグループ全体で複製されるまで続ける。そして、当該テキストメッセージは
、各グループメンバのコンピュータ上のグループウインドウ７０１内に、自動的に表示さ
れる。
他のインプリメンテーションにおいては、当該テキストメッセージを、中央サーバに直接
送信することができ、この中央サーバからは、新しいテキストメッセージが送信される度
に、各グループメンバは更新を受け取ることができる。本発明の実施の形態においては、
サーバ通信及びピアツーピア通信を、共に、上述したようなハイブリッド（hybrid）で使
用することができる。
【００４３】
本発明によって容易にされるグループアクティビティの他の例としては、グループオーデ
ィオプレイアクティビティ（group audio play activity）があり、このアクティビティ
においては、グループメンバは、それぞれ、各グループメンバのコンピュータで、実質的
に同期をとってプレイされているオーディオを聴く。図８に示すように、このグループオ
ーディオプレイアクティビティ８０１は、上述したグループスペース機能８０３と並行し
て行うことができるか、他のアクティビティと共に行うことができる。グループオーディ
オプレイアクティビティ８０１を開始するためには、当該グループメンバの１人が、アイ
コンのメニューから、例えば図４に示すメニュー４０１上のLaunchオプション４１１を介
して、グループオーディオプレイアクティビティ８０１を選択する。一度グループオーデ
ィオプレイアクティビティが選択されると、当該グループメンバのコンピュータは、当該
アクティビティをコーディネートするモジュール８０１を表示し、グループの他のメンバ
は、当該アクティビティに参加するインビテーションを受け取る。仮にグループメンバが
参加を選択する場合には、グループオーディオプレイプログラムも各グループメンバのコ
ンピュータに表示される。グループオーディオプレイアクティビティ８０１は、全ての参
加グループメンバが、実質的に同一時間に、同一オーディオ作品を聴き、同一オーディオ
作品プレイリストとインタラクトすることができる。全てのグループメンバは、プレイリ
ストに掲載されたオーディオ作品の順序を変更することができ、このプレイリストにオー
ディオ作品を追加することができ、このプレイリストからオーディオ作品を削除すること
ができ、グループオーディオプレイヤ８０１の操作をコントロールすることができる。オ
フラインインタラクションでもそうであるが、当該グループは、インタラクションにより
、オーディオ作品を一緒に聴くことができ、同時に、種々の会話をしたり、他のアクティ
ビティに従事することができる。
【００４４】
図４に４００で示すアイコンは、ファイルをグループと共有するためのランチングポイン
ト（launching point）としても、使用することができる。そうであるから、例えば、グ
ループメンバは、ピクチャ、テキスト、その他のデータファイルを、グループの関心のあ
る全メンバに、ワンアクション（one action）で送信することができる。当該グループの
各メンバは、ファイル転送要求を無視するか、受け付けることができるが、多くの状況に
おいては、最初は、ファイル転送要求を無視するが、これらメンバの気が変われば、後に
当該要求を受け付けることができる。当該グループがダウンロードするために利用できる
唯一のファイルは、グループの他のメンバに送信するために、特定のグループメンバによ
って選択されたファイルである。各メンバのコンピュータにおいては、数多くの同一ファ
イルが複製できるが、一般に、他のグループメンバのコンピュータのファイルに、無制限
のアクセスできるグループメンバはいない。留意すべきことは、グループヒストリ（grou
p history）は保持されるから、ユーザは、自分のオンラインセッションにおいて、送信
されているファイルを取り出し、管理することできる。このグループヒストリフィーチャ



(17) JP 4619632 B2 2011.1.26

10

20

30

40

50

は、２つの非同期アクティビティ、すなわちグループヒストリを閲覧すること、ファイル
を管理することをインプリメントする。ユーザが、オフライン中に、どのグリーティング
を受け取り損なったかを見ることができ、同様にどの新しいメンバがグループに加わった
かを見ることもできる、ことが好ましい。ユーザがその後にログアウトしたとき、これら
グループヒストリはクリアすることができる。
【００４５】
特定のファイルをグループの他のメンバと共有するため、グループメンバは、図９のフロ
ーチャートに示すように、２つの方法を選択できる。２つの方法のうちの簡単な方の方法
は、ステップ９４０に示すように、当該アプリケーションに固有のデスクトップオブジェ
クト特性を利用することである。多くのデスクトップＯＳのうちの現行の機能を使用して
、共有ファイルを表すアイコンを、アプリケーションアイコン（図４の要素４００）上に
ドラッグしてドロップすることができる。一度マウスボタンから指を離すと、ファイル転
送処理が開始される。これら方法のうち厄介な方の方法によれば、当該グループメンバは
、ステップ９１０にて、上述したように、右クリックするなどして、アプリケーションの
メニュー、すなわち図４のメニュー４０１をオープンすることができ、Send Fileメニュ
ーオプション（図４に示すような要素４１５）をステップ９２０にて選択し、ファイルを
ステップ９３０にて選択することができる。アプリケーションのメニュー４０１は、マウ
スクリック又はキーボードショートカットを使用して、オープンすることができる。一度
Send Fileメニューオプション４１５が選択されると、当該アプリケーションは、当該ユ
ーザのコンピュータにストアされたファイルをブラウズ（brouse）して、当該グループメ
ンバが共有したいと望むファイルを見つけるため、ＯＳ機能をもう１度利用することにな
る。１つのインプリメントにおいては、一度当該ファイルが共有のために選択されると、
グループを共有するグループメンバには、当該グループの残りのメンバに、当該ファイル
を記述したテキストメッセージを送信する機会が与えられる。
【００４６】
一度送信されると、ステップ９５０に示すように、ファイル転送要求に対して、オンライ
ングループメンバが応答する。当該オンライングループメンバは、ファイルを受信するか
、又はファイル転送要求を無視するかのいずれかを選択できる。仮にグループメンバが要
求を否定した場合には、ステップ９７０に示すように、要求通知は消え、当該アプリケー
ションアイコンはバックグラウンドにフェード（fade）される。他方、仮にグループメン
バが要求を受け取った場合には、ステップ９６０に示すように、ファイルが、転送され、
グループメンバの選択に従って、オープンされるか、セーブされる。ファイル転送の方法
は、一例においてグリーティングファイルの転送について上述した方法と同様である。グ
ループヒストリにより、当該ユーザは、通知を無視することができ、これにより当該通知
がフェードされるか消えて見えなくなる。しかし、その後、当該ユーザは、同一のオンラ
インセッション中に、当該グループヒストリからファイル転送を受けることができる。
【００４７】
ファイル転送処理の一例として、１つのピアツーピアのインプリメントにおいて、図１Ｂ
と同様のネットワークを介して、コンピュータＣが、全てのオンライングループメンバに
ファイル転送要求を送信すると仮定する。この例においては、Ｅのみが当該要求に肯定応
答すると仮定する。Ｅは、当該ファイルがどのコンピュータにストアされているかを知ら
ないが、自分と論理接続されている２つのコンピュータＤ及びＦに肯定応答を送信する。
Ｄは、この特定のファイルを共有していないが、当該肯定応答をコンピュータＢ及びＧに
転送する。Ｂは、この特定のファイルを共有していないが、当該肯定応答をＣ及びＡに転
送する。Ｃは、共有コンピュータであり、Ｅからオリジネート（originate）された応答
を受信し、引き続き当該ファイルを送信する。当該ファイルが辿る正確なパスをインプリ
メントした代替例がある。１つのインプリメンテーションにおいては、各コンピュータは
、応答をホワードしたコンピュータに、当該ファイルを送信している。そこで、ＢはＣか
ら、ＤはＢから、ＥはＤから、ファイルを受信する。別のインプリメンテーションにおい
ては、各コンピュータが、論理接続された全てのコンピュータに、ファイルを送信する。
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前のインプリメンテーションは、リソースインテンシブ（resource intensive）でないが
、ピアツーピアネットワークの全てのコンピュータが、ファイル転送要求に直ちに応答し
ないときは、要求が無視されるまで、当該ファイルのコピーを、各グループメンバのコン
ピュータに駐在させておれば、役に立つ可能性がある。さらに別のインプリメンテーショ
ンにおいては、ＥとＣとの間で論理接続は、２つのコンピュータのいずれかによって形成
することができる。この論理接続を用いて、当該ファイルを転送し、重複する不要なネッ
トワークブランチを除去するためクローズすることができる。中央サーバのインプリメン
テーションにおいては、図６Ｂに破線で示すネットワークと同様のネットワークにおいて
、コンピュータ、すなわちこの例においてはＡ（６０１）が、共有ファイルを、グループ
サーバ６１１にアップロードすることができる。そして、グループサーバ６１１は、ファ
イル転送要求をＥ（６０９）を介して、Ｂ（６０３）に転送する。仮にファイル転送要求
に肯定応答するグループメンバがある場合には、当該ファイルをグループサーバ６１１か
らダウンロードすることができる。これに関係した全てのグループメンバが、ファイルを
ダウンロードすると、グループサーバ６１１は、当該ファイルをグループのデータベース
に保持するか、又はスペースを節約するために、当該ファイルを削除することができる。
【００４８】
最も重要なことは、上述した各アクティビティに、同一のグループが参加することである
。メンバがオンラインである限り、当該メンバは数多くの共有アクティビティの参加者と
なり、親密な意識を高め、当該グループの他のメンバとコネクティビティを共有できる。
種々のグループが、種々のアクティビティを利用できる、ことに留意されたい。例えば、
ユーザは、グループスペースにおいて、オーディオアクティビティ及びジャーナルアクテ
ィビティを有することができたり、ゲームアクティビティのみを有することができたりす
る。
【００４９】
本発明の一形態によれば、一時的であって親密さの点で劣るグループ化であって、パーテ
ィと似通ったグループ化ができる。具体的には、招かれた個々のメンバは、好ましくは指
定された時間に、イベントに出席するように、すなわちテンポラリ（temporary）グルー
プに加わるように、インビテーションを受け、これにより、これら出席者は、交際して他
の出席者をよりよく知ることができる。別の形態においては、テンポラリグループが満足
するグループスペースは、１つのスレッドか、又は１つの会話スペースではなく、複数の
スレッド又は会話スペースを表示することができ、これにより当該ユーザは、物理的世界
のパーティとほとんど同様に、会話の相手を次々と変えることができる。全ての出席者は
同一のスペースにいるが、当該スペース内で、数多くの小グループを形成することができ
る。
【００５０】
本発明の別の実施形態においては、当該グループの各メンバが、グループアクティビティ
を知っている。幾分押し付けがましい通知も数多くあるが、これにより、メンバが、種々
のアクティビティに加わるように招待されるか、又は既に進行中のアクティビティに加わ
ることができる。グループメンバに間断なくグループのアクティビティが通知されるので
、全体の存在感が高まり、メンバは当該グループに参加しようとする。加えて、通知の中
には押し付けがましいものもあるが、これにより当該グループは、よりインタラクティブ
になって、無視しずらくなる。であるから、実際には、当該グループの残りのメンバでも
、グループアクティビティへの参加に乗り気になっている。
【００５１】
一番押し付けがましくない通知は、グリーティングであり、インタラクションの点で劣る
アクションである。これらアクティビティは、ほとんどのインプリメンテーションにおい
て、大いに注目されるものではないから、グリーティングには、グループメンバのスクリ
ーン上で、限られた時間しか与えられず、しかも当該グループメンバからの多くのインタ
ラクションを必要としない。１つのインプリメンテーションにおいては、グリーティング
に関して図１０の時間ダイヤグラムに示すが、グリーティングを受け取るグループメンバ
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には、他にどのアプリケーションをパフォームしているかに関わらず、状態１００１に示
すように、最初に、グリーティングがフォアグランドに示される。ついで当該フォアグラ
ンドのグリーティング１００１は、予め定めた時間、例えば５秒で、状態１００３に示す
ように、フェードアウトし、状態１００５に示すようなイメージがレスト（rest）する。
このレストしたイメージは、ジェスチャ通知を半透明で表現したもので、例えば２０秒後
には消失するものであるが、当該ユーザが、そのイメージを見なかったり、オンラインセ
ッション中に再びそれを見たい場合には、グループヒストリから利用できるものである。
他のインプリメンテーションにおいては、当該グループメンバが当該グリーティングをク
リックするか、他のアプリケーションをフォアグランドに再び呼び出すまで、当該グリー
ティングは残ることができる。これにより、これらグリーティングは、そんなに注目され
なくても、グループアクティビティを当該グループメンバに通知することができる。
【００５２】
他のアクティビティ通知は、当該アクティビティの重要性に応じて、より多くのインタラ
クションを必要とする。そうであるから、例えば、図１１に示す１つのインプリメンテー
ションにおいては、ファイル転送要求１１０１がより押し付けがましく、それは、オンラ
イングループメンバは、他のアプリケーションに戻る前に、当該アイコンとインタラクト
することを「強要」される、ことを意味する。アプリケーション設計において採用される
ことがあるダイアログボックス等では、他のアクティビティを完全に排除するが、このよ
うな強要においては、そうする必要はない。例えば、アイコンは、フォアグランドに長く
留まるか、フェードしないか、あるいは長い時間かけてフェードすることができるから、
当該ユーザはこのアイコンに対してインタラクトする必要性をより多く感じる。しかしな
がら、ネットワークに制約があり、ファイル転送をできる限り素早く完了させたいという
要望があるため、このファイル転送要求は、必ずしも受け取る必要はなく、グループメン
バが、当該ファイルをできる限り迅速にダウンロードするかどうかを、グループに通知す
ることが望ましい。同様に、チャットや、グループオーディオプレイのインビテーション
は、押し付けがましくもでき、グループメンバの注目をメンバの他のアプリケーションか
ら離すこともできる。これらインビテーションは、押し付けがましいものである。という
のは、これらインビテーションは、根本的には、よりインタラクティブなアクティビティ
であり、メンバは、多くの場合、これらインタラクションをよりよく通知して欲しいと望
むからである。１つのインプリメンテーションにおいては、グループメンバは、設定メニ
ューその他により、特定の通知の押し付けがましさをコントロールすることができるから
、当該グループメンバが参加する可能性の低い特定のグループやアクティビティについて
は、押し付けがましくなくなる。
【００５３】
最後に、グループメンバが、たとえ、アクティビティに参加できなかったり、参加へのイ
ンビテーションを拒絶したとしても、このグループメンバは、グループアイコンの下にあ
るグループステータス通知バー、すなわち図１２の要素１２０３を使用して、当該グルー
プがどのアクティビティに参加しているかを、発見することができる。図１２に示すよう
に、当該バー１２０３は、グループのメンバが従事する種々のアクティビティを表すアイ
コンを表示している。この例では、CoolDudesグループのメンバは、（イヤホンアイコン
１２０５によって表される）グループオーディオプレイアクティビティと、（フォルダア
イコン１２０７によって表される）ファイル共有とに参加している。１つのインプリメン
テーションにおいては、グループメンバのマウスがグループアイコン上で保持されると、
当該グループのメンバのステータスを示すとともに、当該グループが参加しているアクテ
ィビティが示されたロールオーバーバブル（rollover bubble）が表示される。ロールオ
ーバーバブルの例としては、図１２においては、リスト１２０１で示す。メンバがアクテ
ィビティへの参加を要求する最初の要求を、見逃すか無視しても、（リスト１２０１に掲
載されたアクティビティを表すアイコン上でクリックするか、又は図４にメニュー４０１
として示すメニューをオープンして）グループアイコンとインタラクトすることによって
、これらアクティビティへの参加を開始できる。この機能により、グループメンバに、グ
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ループのアクティビティを絶えず通知し続けることができ、当該グループメンバは、現在
進行中のアクティビティに参加することができる。本発明の一実施形態においては、当該
ユーザのbuddy listにリストされていないメンバがいても、チャットプログラムからの存
在情報が、使用され、全てのグループメンバにホワードされる。そこで、ユーザは、直接
関係のないメンバをトラッキング（tracking）することができる。
【００５４】
以上、各グループメンバのデスクトップその他のディスプレイスペース上のアイコンによ
って表されるネットワーク接続を介して、グループと通信する新規な手段を説明した。こ
のように、小さく比較的静的な友人グループに一定のリンクを張ることにより、グループ
メンバは、互いに種々のアクティビティに参加し合いながら、共同体意識を共有したリレ
ーションシップを構築することができる。
【００５５】
本発明の原理を適用可能な多くの実施形態を見ると、図面に関して述べた実施形態は、例
に過ぎず、発明の範囲を限定するものではない、ことを認識すべきである。当業者にとっ
て当然のことであるが、例えば、ソフトウェアで示した実施形態の要素を、ハードウェア
でインプリメントすることができ、またこの逆のインプリメントも可能であり、あるいは
実施形態の例は、本発明の精神から逸脱しない限り、構成及び詳細を修正することができ
る。したがって、ここで述べた発明は、請求の範囲及びその等価物を逸脱するものではな
い。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】本発明の一実施形態をインプリメントするために有用なコンピュータシステム
の例を示すブロック図である。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態において通信を容易にするピアツーピアネットワークの例
を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る、グループメンバのデスクトップを示すスクリーンシ
ョットの集まりを示す図である。
【図３】本発明の一実施形態をインプリメントするための種々のデスクトップアイコンを
示すスクリーンショットのシリーズの図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る、ユーザインタフェース内のグループアイコンを右マ
ウスクリックした結果を示すスクリーンショットの図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る、デスクトップアイコン上で実行されるアクションに
従って表示される種々のイメージの例をテーブルにして示す図である。
【図６Ａ】本発明の一実施形態に係るグリーティング通信を示すフローチャートである。
【図６Ｂ】本発明の一実施形態に従ってグリーティングを送信できるピアツーピアネット
ワーク及び中央サーバネットワークの例を示すブロック図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るセッションであって、グループアイコンから開始され
るグループチャットセッションを示すスクリーンショットの図である。
【図８】本発明の一実施形態にかかるアクティビティであって、グループアイコンから開
始される同時グループオーディオ共有アクティビティを示すスクリーンショットの図であ
る。
【図９】本発明の一実施形態に係るファイル共有アクティビティを示すフローチャートで
ある。
【図１０】本発明の一実施形態に係るグリーティング通知の表示を示すフローチャートで
ある。
【図１１】本発明の一実施形態に係るファイル転送要求通知を示すスクリーンショットの
図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る、デスクトップ上に駐在するグループステータス通
知と、アイコンのロールオーバ機能とを示すスクリーンショットの図である。
【符号の説明】
２０　パーソナルコンピュータ
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２１　プロセッシングユニット
２２　システムメモリ
２３　システムバス
２４　ＲＯＭ
２５　ＲＡＭ
２７　ハードディスクドライブ
２８　磁気ディスクドライブ
２９　リムーバブル磁気ディスク
３０　光ディスクドライブ
３１　リムーバブル光ディスク
３２　ハードディスクドライブインタフェース
３３　磁気ディスクドライブインタフェース
３４　光ディスクドライブインタフェース
４０　キーボード
４２　ポインティングデバイス
４６　シリアルポートインタフェース
４９　リモートコンピュータ
５０　メモリ記憶装置
５１　ＬＡＮ
５２　ＷＡＮ
５４　モデム
６０　ハードディスク

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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